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研究成果の概要（和文）： 

デザイン教育における現代的コンセプトの再構築及び教材開発のテーマに基づき、1970
年代に注目された問題解決型デザイン学習の歴史的考察をその後の英国及びスコットラン
ドでの美術教育の動向を含めて英国の研究協力者と共同で考察し、国際シンポジウムで今
後の展望について考察した。また、デザイン学習と構成教育の有機的連関を図る教材化の
提案を行い、その実践的課題を大学におけるデザイン授業実践を通じて明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Based upon the theme “the revision of today’s concept of design education and the 
development of learning materials”, the researchers discussed the historical 
background and the influences of the problem-solving learning in British design 
education particularly introduced in 1970’s. British and Scotish researchers were 
invited to the international symposium to inquire into its future possibilities. The 
researchers developed the learning materials to integrate design and constructive 
education into more rational relationship and deliberated the problems through the 
implementation at the university design course.   
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本の、特に初等、中等課程におけるデザ
インの教育は、アメリカのプラグマティズム
重視政策の側面から取り入れられることと

なり、戦後初めての指導要領に反映された。
そこでは、デザインというはっきりとした文
言こそなかったが、実際に材料と対峙し各種
の造形的工夫を要求するといった、現在の
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「生きる力の育成」につながるような概念が
包含されていた。 

その後、デザイン教育のあり方の論議が徹
底しないまま学校教育へと導入されていっ
た。デザインの領域が明確にされたのは昭和
33 年の指導要領からであるが、デザインに関
するその時代の一般的な認識は商業デザイ
ン、工業デザインという当時の用語に表れて
いる程度のものでしかなかった。現代の美術
教育におけるデザイン教育のコンセプトを
再構築する必要性を認識した。 

 
(2) 現在もデザイン教育の一部分と思われ
ているいわゆる構成教育もこのデザインの
導入とともに複雑な様相を呈することとな
る。戦前の構成教育は、バウハウス流、それ
も中期以降基礎課程を担当したモホリ=ナギ
やアルベルスの強い影響のもと、いわゆる機
能的造形活動を軸にしたものであった。 
 ある種の問題をつきつけられた人間には
本来的に解決する造形能力があり、その訓練
を行うのが構成教育だという明確な方針が
そこにはあり、この部分にこそ普通教育への
展開が可能であると考えた日本の一部の造
形教育家が存在したが、時代はその発展を許
さず、第二次大戦後にそれは継続されていく
こととなってしまう。それゆえ本来なら文化
的仕切り直しとなる戦後においては、位置付
けをはっきりとさせた上で、実際のカリキュ
ラムに導入されていくべきものであった。 
 しかしながら、産業デザインブームとの関
係から、構成教育はデザイン教育の下支えと
いう役目を負わされ、やせ細っていってしま
ったのである。もともと構成教育の目標には
「健全な市民が備えるべき総合的な造形能
力の涵養」というイメージがある。それは近
代社会が要求する「機能的市民」つまり分節
化した技術を担う歯車的人間ではなく、もっ
と総合的な人間像である。つまり、構成教育
とデザイン教育はより総合的な人間像の育
成を目指して統合される必要性がある。 
 
 (3) 学校教育の中で行われるべきデザイン
という概念は、デザイナーという職能つまり
分節化された機能を担うものが行う産業的
デザイン活動とは異なることを認識してい
なければならないはずである。1970 年代に
英国で注目された問題解決型のデザイン教
育は、学校教育における学習者の資質能力と
して問題解決能力の育成を主眼として展開
し、現代においても望ましいデザイン教育の
可能性が潜んでいると考えられる。 
 
２．研究の目的 
(1) 普通教育における多くのデザイン教育に
おいて、産業的デザインの縮小版のような題
材が扱われるのは、教育的コンセプトが混乱

していることが一因になっている。この現代
的コンセプトを再整理して新たなデザイン
学習の論理を再構築することが主要な目的
である。普通教育における多くのデザイン教
育において、産業的デザインの縮小版のよう
な題材が扱われるのは、教育的コンセプトが
混乱していることが一因になっている。何を、
どのように、何を目指して行われるかという、
教育的行為には欠かせない基本的事柄がは
っきりしていないのである。 
 その解答の一つとして 1970 年代に英国で
提唱されたものがあった。それは学習者にも
実感できる課題を解決していく型の学習と
してのデザイン教育というもので、ピータ
ー・グリーンによって「design education: 
problem solving and visual 
experience （デザイン教育: 問題解決と視
覚体験）」にまとめられた。そこでは学校教
育の中で可能な課題解決型の課題設定とそ
の進行について語られており、大いなる可能
性を当時のデザイン教育に関わる者に与え
た。 
 その方法が英国本国ではその後どのよう
に取り組まれ、それらはどのような効果をも
たらしたのか、またそのコンセプトは今でも
生き続けているのか、変化はしていないのか、
といった歴史的検証をすることである。 
 
 (2) デザイン学習と構成教育の有機的連関
に関する提言を行うと同時に、問題解決型デ
ザイン学習の現代的可能性について実践を
通して検証することである。 

このことは、デザイン学習と構成教育の有
機的連関に関する研究と提言をすることで
もある。現在の構成教育はデザイン分野の一
部分として捉えられており、その扱いはデザ
イン基礎としての造形体験という様相が主
である。しかしながら、構成教育には人間が
もつ基本的能力としての造形能力を育成す
るという視点があり、その視点をより拡張し
たものとして捉え直し、実践を通して教育的
意味を再確認することが求められる。 
 
３．研究の方法 
(1)問題解決型のデザイン教育について歴史
的な再評価を英国の研究協力者と共同で行
う。 
(2)大学レベルにおけるデザイン及び構成教
育の教材化を図り、実践を通してその効果や
意味を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)英国のデザイン教育に関する歴史的検討 

英国の美術教育は、60 年代以降の中等教育
の普及と並行して拡充された。当時の各種教
育関連の報告書では、美術教育は科学技術の
高度化、労働力供給における技術教育の必要



 

 

性といった時代的要請により、「適応性
(adaptability)」が強調されるようになり、
「技能(skill)」は、技術革新により高度化
す る 機 械 に 対 す る 一 般 的 な 理 解 能 力
(general mechanical intelligence)」をベ
ースに獲得されるものという考えが支配的
になり、その後のデザイン教育の方向性を規
定した。 
 このような傾向は、中等教育の総合制化へ
の動きと呼応してプラクティカル教科への
期待を強めていった。実技教科には知的かつ
実用的な活動を重視した教科内容の検討が
要請され、各種のプロジェクトや研究報告が
なされた。これらの諸研究に共通する基本的
認識は、材料を活用した「問題解決」能力の
育成ということであり、それがデザインの過
程を重視した「デザイン教育」として定立さ
れた。中等教育の総合化における学習方法の
多様化の中で成立するデザイン教育は、美術
教育という枠組みを超えて、科学、技術との
融合を前提としており、手工的なデザイン・
プロセスにとどまるものではないことが明
らかになった。 
 デザイン教育自体の定立には課題もあっ
た。デザイン教育は、問題解決を主眼として
識別力を養うことが重要視されたが、純粋美
術とは、造形素材を使用した表現活動という
点では共通するが、合理性を追求する点で差
別化されるのである。多量のマテリアルを準
備して、多様な活動を融合させていくのは、
学習活動を一面で皮相化することでもある。
デザイン教育があまりに統合を意識する形
で進行したために美術の本質的な性格を矮
小化したという側面もある。また評価に関す
る面では、デザイン教育の問題解決のプロセ
スが重視されたが、これは今で言うポートフ
ォリオにあたる一連の学習履歴を評価対象
とするものであった。しかし、そのデザイ
ン・プロセスに関わる内容が固定化され、学
習経験の偏向につながる懸念ももっていた。 
 80 年代以降の英国におけるデザイン教育
は、かつてのアート＆クラフトが創造主義的
な側面を持っていたのに対して、その教科の
位置づけが低下すると同時にデザイン＆テ
クノロジーとの結び付けを強め、学際的な側
面を強化すると同時に国際的な競争力維持
のために創造性を主体とした技術教育的な
傾向を強めてきた。その中で学習方法として
の問題解決学習が重要視されたのである。 
 
(2)こうした英国の問題解決学習の推移をも
とにわが国のデザイン教育を定位するなら
ば、わが国では小学校では造形遊びやつくり
たいものを作る内容の中に基礎造形的な感
覚訓練や何らかの問題解決学習の姿が宿っ
ていると思われる。しかし、英国のデザイン
教育のようなシステマティックな形で展開

されているわけではない。デザインは、ポス
ターのような狭隘な様式的、領域的な題材と
して理解されていることも事実である。 
 デザインの観点は「産業から生活へ」移し
ていく必要性がある。そのことは必ずしも反
産業であるということではない。我々の生活
基盤が現在の産業基盤の上に成り立ってい
ることをそう簡単に否定はできないからで
ある。そこではそれらと生活者が折り合いを
つけながら生きていく、またそれが持続可能
なシステムとしてとらえるということが求
められるのである。 
 デザイン教育の最終的な役割は、このよう
な社会の中で合理的かつ創造的思考のでき
る人間を形成することにある。自分の本当の
欲求は何なのか、人間としてよりよく生きる
ためには何が本来必要であるのかといった
ことを考える一種の倫理学が求められてい
るのである。 
 デザイン教育が美術教育の中で今まであ
まり機能してこなかったその他の理由とし
ては、デザイン概念の問題よりも子どもにと
って生活の中で課題を見いだし合理的な解
決策を考察するというデザイン行為自体が
なじみにくい面を持っていたという点であ
る。また、解決法の技術やメソッドをもって
いないということもある。生活課題だけでな
く、その課題解決の方法を意識する機会に恵
まれなかったと考えてもよいだろう。 
 教師の側にも幾つかの問題がある。デザイ
ンは社会的な繋がりをもつものだという点
を重視するあまり、子どもと遊離した課題設
定をすることがあったのではないだろうか。
これまで小学校や中学校のデザイン学習で
は、ポスター制作が必ずと言っていいほどあ
った。確かにポスターはデザインの主要なメ
ディアであったし、その伝達構造もわかりや
すい。「防火ポスター」、「緑化ポスター」と
いったポスターのメッセージ性を受け止め
て制作をする子どもはどれほどいるだろう
か。あらためて子どもたちのデザイン欲求の
分析が必要になるのである。 
 
(3)問題解決型デザイン学習の具体的な教材
化を提案して、実践を行った。それらは、「変
化する形」「「力とかたち」「ヴォイドスペー
ス」「プロジェクトバインド」の 4 つである。 
 「変化する形」は、メタモルフォーシスと
呼ばれる発想法に類似したもので、一つの形
態が別の形態に漸次変化する様をイメージ
化するものである。この問題解決学習では、
類型的な形態から逸脱することが極めて困
難であることを示唆して、発想を拡張するこ
との課題を整理した。 
 「力とかたち」は、構造に関する問題解決
学習であり、「紙によって背の高い構造物を
つくる」という課題は、同じ条件から拡散的



 

 

思考を促すというもの、「三角構造によるオ
ブジェ作り」は、「アーチ積み」とセットに
なった課題であるが、一方が薄くなった構造
体を積み重ねてアーチ状の形態を追求する
ものである。 
 「ヴォイドスペース」は、テーマとして「穴
の空いたヴォイドスペースを構築する」とい
うレゴを用いた課題である。立体構成を理解
してもらうためにオブジェ的な操作活動で
ある。 
 これらの実践を通じて基礎造形的な活動
のみならず構成学習とデザイン学習を統合
する試みを提示し、いわゆる作品的なものを
追求しがちな学習を方法概念を基軸として
資質能力形成という視点から再構成したも
のである。 
 こうした検討を通じて今後のデザイン教
育において英国で評価された問題解決学習
の発展的な形態を模索することができたと
考える。 
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